




















含有量と in vitro における腸内細菌の増殖への影響
O -methylated catechin content of ‘Benihuuki’ tea harvested in Wazuka Town
（Soraku, Kyoto）and effects of green tea on enterobacterial growth in vitro
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Abstract : ‘Benihuuki’, a green tea cultivar, has recently attracted particular attention for its health bene-
fits, including pollinosis-preventing effects, which have been attributed mainly to（−）-epigallocatechin-3-
O -（3-O -methyl）-gallate（EGCG3”Me）. In this study, Benihuuki tea leaves grown without shading in
Wazuka Town（Soraku, Kyoto）and their boiled-water extract were evaluated for their EGCG3”Me content
in comparison with Yabukita tea leaves harvested from the same tea garden in the same season（August
2011）. The results show that, EGCG3”Me was only found in the Benihuuki samples, with an amount（per
100 g of dry material）of 2.97 g for the leaf and 2.30 g for the extract（extraction rate, 77.4％）, respec-
tively. When examined for their effects on the growth of five major strains of enterobacteria in vitro, these
extracts of the two cultivars showed antibacterial activities against E. coli, C. clostridioforme, B. vulgatus,
and L. acidophilus, while exerting a growth-promoting effect on B. bifidum. This growth-promoting effect
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いにかけ 250～710 μm の間のものを茶粉末とした。－20
℃で小分けにして保管し，使用直前に常温に戻して実験
に使用した。茶粉末の水分含量は常法にて求め，測定し





茶粉末 250 mg を 2％リン酸：エタノール（1 : 1）20 ml
で 30℃，60分間抽出し，蒸留水で 25 ml にメスアップ
後，ろ過した上清中のカテキン類の含有量を定量した。





































4 g を沸騰した蒸留水 200 ml に入れて 10分間煮沸抽出






標準物質として，EC, ECG, EGC, EGCG, EGCG3”Me は
長良サイエンス（株），L-ascorbic asid（AsA），caffeine
は和光純薬工業（株）製を使用した。
カラムは Wakopak C 18-5（4.6 mm×150 mm），ガー
ドカラムは Wakopak C 18-5（4.6 mm×10 mm），カラム
温度 40℃，検出波長は UV 242 nm（EGC, AsA），UV 272
nm（EGCG, EC, EGCG3”Me, ECG, caffeine），注入量 20
μm，流速 1 ml/min で，移動相 A は蒸留水：アセトニ
トリル：リン酸（400 : 10 : 1），移動相 B はメタノー









Bacteroides vulgatus IFO 14291（無芽胞のグラム陰性，







forme は 1.0％）を加えた。E. coli に使用したブイヨン
培地は一般的な組成（蒸留水 1000 ml に対し肉エキス
（極東（株））10 g, BactoTM ペプトン 10 g, NaCl 2 g, pH
7.2），それ以外の菌に対しては GAM ブイヨン培地（ニ
ッスイ（株））を使用した21）。
各菌を液体培地 5 ml に 1白金耳接種し，24時間また
は 48時間培養したものを前培養菌液とした。E. coli の
前培養のみ振とう培養（140 rpm）を行った。また，嫌










5時間保管した培地に各菌の前培養液を 0.05 ml 添加し，
全ての菌を静置で本培養した。培養後に滅菌生理食塩水
で段階希釈し，生菌数用測定培地に 1 ml を混釈（E. coli
は平板培地に 0.1 ml を塗布）した後，本培養と同じ条
件で培養し，コロニー数を測定した。各菌ともシャーレ
3枚の平均をとり，1 ml あたりの生菌数を算出した。
表 1 HPLC による茶カテキン類分析のためのグラジエ
ント条件













































caffeine も同時に測定した（図 2に 272 nm でのクロマ
トグラムを示した）。ピーク面積を基に算出した乾燥茶
葉 100 g あたりの重量を表 3に示した。その結果，べに
ふうきでは EGCG3”Me 量は 2.97 g/100 g 乾物重量であ
ったがやぶきたでは検出限界以下となった。測定した 5
種類の茶カテキン類の合計はべにふうき 22.38 g/100 g






り換算して乾燥茶葉 100 g あたりの重量を求めた（表
4）。茶葉そのものの結果と同様，やぶきたでは EGCG
3”Me は検出限界以下であったのに対し，べにふうきで
は 2.30 g/100 g 乾物重量であった。熱湯抽出による茶カ
テキン類の合計はべにふうき 18.18 g/100 g 乾物重量，
やぶきた 15.59 g/100 g 乾物重量であった。
表 3，表 4を基に算出した熱湯による EGCG3”Me の




1 ; AsA, 2 ; EGC, 3 ; caffeine, 4 ; EGCG, 5 ; EC, 6 ;
EGCG3”Me, 7 ; ECG
表 3 緑茶 2品種の茶葉に含まれる茶カテキン類，AsA, caffeine（g/100 g 乾物重量）
品種 EGC EGCG EC EGCG






















b カテキン合計：AsA, caffeine 以外の数値の合計。
表 4 緑茶 2品種の熱湯抽出液に含まれる茶カテキン類，AsA, caffeine（g/100 g 乾物重量）
品種 EGC EGCG EC EGCG






















b カテキン合計：AsA, caffeine 以外の数値の合計。




EGCG3”Me 含有量は約 1.5 g/100 g 乾物重量，熱湯抽出
液は 13～15 mg/100 ml，熱湯による抽出率 76.7％と報
告されている10）。これと比較し，本実験で使用した和束




















表 5 緑茶 2品種の茶カテキン類の熱湯抽出による抽出率（％）a


















a 抽出率（％）：表 4の熱湯抽出液（蒸留水 200 ml に茶葉 4 g）における各茶カテキン量を乾物重量 100 g あ
たりの量に換算したものを，表 3の茶葉中茶カテキン量（g/100 g 乾物重量）で割って抽出
率（％）を求めた。
b N.D.：検出限界以下。
c カテキン合計：AsA, caffeine 以外の数値の合計における抽出率。








































































きで 1.72 mg/ml に相当し，この濃度において L. acidophi-
lus では増殖が抑制され，B. bifidum では促進されると
いう結果が得られた。また，B. bifidum に対する増殖促
進効果はやぶきたのほうが高い傾向にあった。これらの




























のみ検出され，茶葉では 2.97 g/100 g 乾物重量，熱湯抽
出液では 2.30 g/100 g 乾物重量，熱湯による抽出率 77.4
％であった。
また，これら 2品種の熱湯抽出液を用いて 5種類の代
表的な腸内細菌の増殖への影響を in vitro で検討した。
その結果，E. coli, C. clostridioforme, B. vulgatus, L. acido-
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